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含
翠
堂
文
庫
本
鷺
流
狂
言
　
『八
句
連
塾

摂
津
国
平
野
郷
の
七
名
家
の
一
、
土
橋
家
旧
蔵
書
が
大
阪
大
学
に
入
っ
た
の

は
、
昭
和
二
十
年
代
の
こ
と
で
、
二
十
九
年
よ
り
本
誌
十
二
、
十
三
、
十
五
号

に
連
歌
関
係
の
資
料
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
来
た
。
現
在
、

系
図

・
旧
記

・
資
料
の
類
が
文
学
部
国
史
研
究
室
に
、
文
芸
関
係
は
国
文
研
究

室
に
と
分
れ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

『
含
翠
堂

（土
橋
）
文
庫
目
録
』

（昭
和
四
十
六
年
刊
、　
国
史
研
究
室
編
）
『含
翠
堂

（土
橋
）
文
庫
目
録
―
続

―
』
（昭
和
五
十
九
年
刊
、　
国
文
研
究
室
編
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
私
は
後

者
の
目
録
作
成
に
関
与
し
た
際
、
鷺
流
の
狂
言
本
が
数
冊
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。

い
ず
れ
も
宝
暦
九
年
の
書
写
本
で
あ
り
、
鷺
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
検
討
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
の
で
、
昭
和
六
十
年
度
の
国
文
学
演
習
に
取
り
上
げ
、
受
講

の
学
部
、
大
学
院
の
学
生
た
ち
と
と
も
に
、
そ
の
う
ち
の
数
曲
を
細
か
く
読
ん

で
み
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
、　
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
「
八
句
連
歌
」
の

一
曲
を
翻
刻
す
る
こ

と
と
す
る
。

所
収
の
狂
言
本
の
書
誌
を
は
じ
め
に
記
し
て
お
く
。

一
、
末
広

・
臭
山
伏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
１
〕

半
紙
本
、
合

一
冊
。
共
表
紙
中
央
に

「
舎
一人
〉
末
広

〈
主
と
　
「
舎
一人
〉

臭
山
伏

〈山
と
　
（〈
　
〉
は
朱
。
以
下
同
じ
）
と
横
に
並
べ
て
記
し
、
そ
の

下
に

「鷺
流
狂
言
」、
左
下
に

「
三
上
直
二
郎
／
益
利
写
之
」
と
あ
る
。
裏

表
紙
の
表
に

「宝
暦
九
卯
月
吉
日
　
写
之
／
三
上
直
治
郎
／
益
利
」
と
書
写

奥
書
を
記
す
。
墨
付
七
丁
。

二
、
二
九
十
八
・
地
蔵
舞
　
　
　
　
　
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
２
〕

半
紙
本
、
合

一
冊
。
共
表
紙
中
央
に

「
全
一人
〉
二
九
十
八

〈
半
と

「
〈
二

人
〉
地
蔵
舞

〈
坊
と
、　
下
に

「鷺
流
狂
言
」、　
左
下
に

「益
利
写
之
」
裏
表

紙
の
表
に

「宝
暦
九
己
卯
年
二
月
吉
日
　
写
之
」
の
奥
書
。
墨
付
五
丁
。

三
、
祐
ぜ
ん

。
節
ぶ
ん

。
法
師
母

・
八
句
連
歌

。
二
人
支
離
（か
た
わ
）
・
朝
日

奈

・
瓜
盗
人

・
佐
渡
狐

・
穏
狸

・
丼
井
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
３
〕

半
紙
本
、
合

一
冊
。
共
表
紙
上
部
に
、　
天
二
人
〉
祐
ぜ
ん

〈
舞
と
　
「全
一

人
〉
節
ぶ
ん

〈
鬼
ど

「
全
一人
〉
法
師
母

〈
狂
ど

「
二
人
〉

八
句
連
歌

〈

半
と

「
〈
四
人
〉
二
人
支
離

〈
半
と

「
全
一人
〉
朝
日
奈

〈責
と
　
「
全
一人
〉

瓜
盗
人

〈
盗
と
　
「
舎
一人
〉
佐
渡
狐

〈
脇
と

「
全
一人
〉
隠
狸

〈
太
と

「
舎
一

人
〉
丼
井

〈
座
こ

と
横
に
並
べ
、
中
央
下
に

「鷺
流
狂
言
」、
左
下
に

「
三

上
直
治
郎
／
益
利
写
之
」
と
あ
る
。
裏
表
紙
の
表
に

「
宝
暦
九
己
卯
年
二
月

吉
日
　
写
之
」
の
奥
書
。
墨
付
二
十
二
丁
。
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四
、
空
腕

・
膏
薬
練
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
４
〕

半
紙
本
、
合

一
冊
。
共
表
紙
中
央
に

「
全
一人
〉
空
腕

〈太
と

「
全
一人
〉
膏

薬
練
Ａ
半
と

、
下
に

「鷺
流
狂
言
」、
左
下
に

「
土
橋
八
治
郎
」
と
あ
る
。

裏
表
紙
の
表
に

「宝
暦
九
己
卯
と
し
／
四
月
上
旬
写
之
」
の
奥
書
。
墨
付
十

六
瓦

五
、
魚
説
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
５
〕

半
紙
本
、　
一
冊
。
共
表
紙
中
央
に

「魚
説
法
」、
左
下
に
「末
吉
四
良
二
郎
／

（花
押
と
、
巻
末
六
丁
表
に

「
宝
暦
九
己
卵
正
月
吉
日
／
末
吉
四
良
二
郎
宗

（花
押
と

の
奥
書
。　
そ
の
裏
に
落
書
が
あ
る
。
裏
表
紙
に

「鷺
流
」
と
墨

書
。
墨
付
六
丁
。

六
、
魚
説
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
架
番
号

〔土
橋
０
６
〕

半
紙
本
、　
一
冊
。
共
表
紙
に

「
全
一人
〉
魚
説
法

〈坊
と

、
下
に

「鷺
流
狂

昔
己
、
左
下
に

「
三
上
直
二
郎
／
益
利
書
之
」、
裏
表
紙
の
表
に

「宝
暦
九
己

卯
年
二
月
吉
日
写
之
」
の
奥
書
。
墨
付
五
丁
。

所
写
者
の
三
上

。
土
橋

・
末
吉
は
そ
れ
ぞ
れ
平
野
郷
七
名
家
に
属
し
、
三
上

直
治
郎
益
利

・
土
橋
八
治
郎

。
末
吉
四
郎
二
郎
は
、
そ
の
当
時
の
若
旦
那
衆
で

あ
っ
て
、
そ
の
稽
古
の
為
の
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
平
野
の
郷
土
史
家
村
田

隆
志
氏
の
御
教
示
を
得
た
と
こ
ろ
を
記
す
と
、
そ
の
三
上
直
治
郎
益
利
は
、
「享

和
二
年
改
土
橋
氏

。
三
上
氏

。
三
宅
氏
過
去
帳
』
（含
翠
堂
文
庫
蔵
）
よ
り
、
三

上
好
直
の
次
男
で
、
名
を
益
利
、
法
名
を
如
圭
と
い
い
、
寛
保
三
年

（
一
七
七

五
）
の
生
ま
れ
で
、
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
二
月
七
日
に
三
十
三
歳
で
没
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
当
時
は
十
七

歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
土
橋
八
治
郎
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
年
代
か
ら
見
る

と
、
土
橋
重
栄
が
相
当
す
る
。
名
を
虎
千
代
、
後
に
虎
治
郎
七
郎
兵
衛
と
い
い
、

八
治
郎
と
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
元
文
四
年

（
一
七
三

九
）
に
土
橋
家
を
相
続
し
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
二
月
七
日
に
五
十
七
歳

で
没
し
て
い
る
の
で
、
も
し
こ
の
人
と
す
れ
ば
、
宝
暦
九
年
は
二
十
六
歳
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
末
吉
四
郎
三
郎
に
つ
い
て
は
、
『平
野
末
吉
五
家
系
譜
』
（
『

船
場
紀
要
』
第

一
号
所
収
）
よ
り
、
四
郎
二
郎
を
名
乗
る
の
は
東
末
吉
家
で
、

末
吉
宗
久
の
子
の
宗
勝
、
そ
の
子
の
宗
政
、
さ
ら
に
そ
の
子
の
宗
城
が
そ
れ
ぞ

れ
四
郎
二
郎
を
名
乗

っ
て
お
り
、
宗
勝
は
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
に
没
し

て
い
る
の
で
、
宗
政
か
宗
城
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
大
坪
利
絹
氏
の

御
教
示
に
よ
れ
ば
、
「坂
上
姓
末
吉
系
図
」
に
は
、
四
郎
二
郎
を
名
乗
る
の
は
、

宗
勝
と
宗
政
で
、
宗
政
は
天
明
元
年

（
一
七
八

こ

に
七
十
三
歳
で
没
し
て
い

る
の
で
、
宝
暦
九
年
は
五
十

一
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
ほ
か
の

二
人
と
少
し
年
が
違
い
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
宗
城
は
、
こ

の
系
図
に
詳
記
が
な
い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
四
郎
二
郎
を
名
乗

っ
て
い

た
と
し
て
、
か
り
に
宗
政
二
十
五
、
六
歳
の
頃
に
出
生
し
た
と
し
て
、
宝
暦
九

年
に
は
二
十
七
、
八
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ほ
か
の
二
人
の
年
齢
に
近
く
な
り
、

四
郎
二
郎
を
名
乗

っ
て
い
た
確
証
に
は
欠
け
る
が
、
其
の
可
能
性
は
十
分
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
宗
城
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
各
由
の
上
に
登
場
の
人
数
を
、
下
に
分
類
の
略
号
を
記
し
て
い
る
。

そ
の
分
類
は
、
伝
右
衛
門
系
の
保
教
本
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
類
の
略

号
に
つ
い
て
は
、
田
口
和
夫
氏
の
御
教
示
を
得
て
、　
一
応
左
の
よ
う
に
解
く
こ

と
が
で
き
た
。

一
、
　

脇

〔脇
狂
言
〕
　

佐
渡
狐

（脇
狂
言
）
〈
惣
〉
〈
享
〉

二
、
　

主

〔主
事
か
〕
　

末
広

　

（脇
狂
言
）
〈惣
〉
〈享
〉

三
、
　

坊

〔坊
主
事
〕
　

地
蔵
舞

（出
家
事
）
〈
惣
〉
〈享
〉

魚
説
法

（雑
）
〈
惣
〉

ふ
つ
う
は
出
家
事
。



t染 へ女本要興

狂

〔狂
女
事
か
〕
法
師
母

（女
事
）
　

〈
惣
〉
〈享
〉

鬼

〔鬼
事
〕
　

節
分

　

（鬼
事
）

〈
惣
〉
〈享
〉

責

〔責
狂
言
〕

朝
日
奈

（鬼
事
）

〈
惣
〉
〈享
〉

山

〔山
伏
事
〕

臭
山
伏

（山
伏
事
）
〈惣
〉
〈享
〉

座

〔座
頭
事
〕
　
丼
井

　

（座
頭
事
〕
〈
惣
〉

（末
）
〈
享
〉

盗

〔盗
人
事
〕
　

瓜
盗
人

（盗
人
事
）
〈惣
〉

（末
）
〈享
〉

太

〔太
郎
冠
者
事
〕
隠
狸

（盗
人
事
）
〈
惣
〉

（末
）
〈享
〉

隠
狸
は

〈享
〉
な
し
。

『享
保
九
年
鷺
伝
右
衛
門
書
上
』
は

「珍
敷
狂
言
」
に
入
る
。

十

一
、
舞

〔舞
狂
言
〕
　

祐
善

（雑
）
〈
惣
〉

（末
）
〈
享
〉

祐
善
は
能
が
か
り
の
舞
狂
言
。

十
二
、
半

〔半
袴
事
か
〕
二
九
十
八

（雑
）
　
　
〈
惣
〉

八
句
連
歌

（盗
人
事
）
〈
惣
〉

（末
）
〈享
〉

二
人
支
離

（座
頭
事
）
〈
惣
〉

（末
）
〈享
〉

膏
薬
練

　

（雑
）
　

〈
惣
〉

（末
）
〈享
〉

長
袴
物
に
対
し
て
の
称
か
。
シ
テ
は
い
ず
れ
も
狂
言
袴
又
は

狂
言
上
下
。

《
惣
〉
は

『鷺
流
狂
言
伝
書
宝
暦
名
女
川
本
』

の

『
惣
狂
言

目
録
』

〈
享
〉
は
同
じ
く

『享
保
九
年
鷺
仁
右
衛
門
書
上
』
の
略
）。

鷺
流
の
狂
言
本
と
し
て
、
本
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

忠
政
本
　
延
宝
六
年
鷺
忠
政
写
。
仁
右
衛
門
系
。
田
口
和
夫
氏
蔵
。

『静
岡

英
和
女
学
院
短
大
紀
要
』
ｎ

（昭
和
五
十
四
年
四
月
）。

保
教
本
　
享
保
六
年
２
九
年
こ
ろ
。
鷺
伝
右
衛
門
保
教
写
。
天
理
図
書
館
蔵

『
鷺
流
狂
言
伝
書
』
（天
理
図
書
館
善
本
叢
書
）
所
収
。

賢
通
本
　
安
政
二
年
鷺
賢
通
写
。
仁
右
衛
門
系
。
『
狂
言
集
　
下
』
（朝
日
古

典
全
書
）
所
収
。

が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
鷺
流
の
成
立

・
伝
右
衛
門
系
に
つ
い
て
は
、
『鷺
流
狂

言
伝
書
』
（天
理
図
書
館
善
本
叢
書
）
の
保
教
本
に
付
せ
ら
れ
た
田
口
和
夫
氏

の
解
説
に
詳
し
い
。
保
教
本
が
玄
人
の
本
と
し
て
、
演
出
の
注
記
な
ど
が
詳
し

い
の
に
対
し
て
、
含
翠
堂
文
庫
本
は
、
ま

っ
た
く
の
素
人
の
旦
那
衆
の
稽
吉
本

で
、
恐
ら
く
は
師
匠
の
本
を
借
り
て
、
必
要
な
本
文
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
本
文
が
保
教
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、

仁
右
衛
門
系
に
属
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
伝
右

衛
門
系
の
保
教
本
と
異
な
り
、
か
え
っ
て
大
蔵
流
の
虎
明
本
な
ど
に
近
い
も
の

も
あ
り
、　
一
曲

一
曲
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

「
八
句
連
歌
」

を
翻
刻
す
る
に
当
り
、

「
八
句
連
歌
」
に
つ
い
て
の
み
、
主
要
な
問
題
点
を
書

き
記
し
て
お
く
。

こ
の
曲
は
、
「
天
正
狂
言
本
」
に
は
見
え
な
い
の
で
、　
そ
の
成
立
に
つ
い
て

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
蔵
流
の
虎
明
本
、
和
泉
流
の
天
理
本
に
も
あ
り
、

そ
の
こ
ろ
に
は
、　
一
応
の
固
定
し
た
形
態
を
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
便
概
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
説
明

（小
林
責
氏
執
筆
）
を
借
り

れ
ば
、

借
金
の
あ
る
何
某

（
シ
テ
）
が
貸
し
手
で
あ
る
亭
主
の
家
で
床
や
懐
紙
を
ほ

め
て
い
る
う
ち
に
、
二
人
で
連
歌
の
表
八
句
を
詠
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

何
某
　
花
盛
り
御
免
あ
れ
か
し
松
の
風

亭
主
　
桜
に
な
せ
や
雨
の
浮
き
雲

何
某
　
幾
度
も
霞
に
わ
び
ん
月
の
暮

亭
主
　
恋
せ
め
か
く
る
入
相
の
鐘

何
某
　
鶏
も
せ
め
て
別
れ
は
の
べ
て
鳴
け

亭
主
　
人
目
も
ら
す
な
恋
の
関
守



何
某
　
名
の
立
つ
に
使
ひ
な
告
げ
そ
忍
び
妻

と
付
け
合

っ
た
末
に
、
亭
主
は
八
句
目
に
、

あ
ま
り
慕
へ
ば
文
を
こ
そ
や
れ

と
借
金
証
文
を
引
き
裂
い
て
留
め
る
。

と
な
る
。
そ
の
発
句
と
脇
句
が
、
明
応
八
年
序
の

『竹
馬
狂
吟
集
』
に
見
え
、

『竹
馬
狂
吟
集

。
犬
筑
波
集
』
（新
潮
日
本
古
典
集
成
）
の
頭
注
で
は
、

「
犬

筑
波
集
』

一
本
に
は
「畳
字
連
歌
発
句
」
と
詞
書
し
て
前
句
の
み
が
出
て
い
る
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
発
句
が
畳
字
連
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

「御
免
」
と

い
う
語
を
読
み
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
句
は

「頭
注
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
「
御
め
ん
あ
れ
か
し
」
と
い
う
会
話
調
に
、
「
な
せ
や
」
と
同
じ

く
会
話
調
で
応
じ
た
と
こ
ろ
に
お
も
し
ろ
み
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
な
せ
や
」

も
、　
も
と
は

「為
せ
や
」
で
、
「
同
じ
こ
と
な
ら
む
し
ろ
空
の
浮
雲
を
も
桜
に

変
え
て
ほ
し
い
も
の
よ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
ご
と
き
意
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の

「
な
せ
や
」
を

「
済
せ
や
」
と
取
っ
て
、
発
句
と
応
じ
て
、
借
金

の
返
す
、
返
さ
ぬ
の
応
答
と
し
た
と
こ
ろ
に
狂
言
の
素
材
と
し
て
の
は
た
ら
き

が
あ
り
、
さ
ら
に
表
八
句
ま
で
、
そ
の
応
酬
で
緊
迫
し
た
場
面
を
盛
り
あ
げ
て

ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
こ
の
狂
言
の
中
心
が
あ
る
。

私
は
か
っ
て

『
連
歌
史
の
研
究
』
の

「
俳
譜
連
歌
の
発
生
」
の
章
で
、

「
八
句
連
歌
」
の
場
合
、
「竹
馬
狂
吟
集
』
が
狂
言
の
句
を
採
録
し
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
先
に
か
う
い
っ
た
俳
譜
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
狂
言
に

脚
色
し
た
も
の
か
、
に
は
か
に
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
句

が

『鷹
司
本
俳
諧
連
歌
』
を
除
い
て
、
後
の

『犬
筑
波
集
』
に
見
え
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
ん
な
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
へ
さ
う
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、　
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
「竹
馬
狂
吟
集
』
の

「
春
部
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
発
句
が
畳
字
連
歌
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば

『竹
馬
狂

吟
集
』
が
狂
言
の
句
を
採
録
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
著
名
な
俳
諧
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
狂
言
を
作

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

て
、
そ
の
原
型
は
、
こ
の
俳
譜
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ

て
、
そ
の
成
立
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
室
町
末
期
に
は
、
こ
の

狂
言
の
骨
格
だ
け
は
ほ
ぼ
出
来
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
八
句
の
連
歌

が
、
各
流
の
諸
本
で
多
少
の
異
動
は
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
七

句
目
の

「
使
ひ
な
つ
け
そ
」
を

「
付
け
そ
」
と
取
っ
て
、
亭
主
が
怒
っ
た
の
を
、

「告
げ
そ
」
と
何
某
が
言
い
分
け
を
し
、
亭
主

（貸
手
）
が
八
句
目
を
付
け
て
、

証
文
を
返
し
て
や
る
と
い
う
展
開
や
、
そ
の
あ
と
の
何
某

（借
手
）
の
喜
び
の

小
歌
で
め
で
た
く
終
る
筋
、
そ
の
小
歌
の
歌
詞
が
ま
た
各
流
の
諸
本
で
は
と
ん

ど
異
動
の
な
い
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

各
流
の
異
動
は
、
そ
の
連
歌
に
持
ち
込
ま
れ
る
前
半
の
脚
色
に
あ
る
。
こ
の

曲
は
、
含
翠
堂
文
庫
本
も
、
保
教
本
と
そ
の
展
開
は
同
じ
で
、
大
蔵

。
鷺

。
和

泉
の
三
流
三
様
の
相
違
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
。

大
蔵
流
は
、
亭
主
の
方
が
取
り
立
て
に
何
某
の
も
と
に
出
か
け
る
。
何
某
は

居
留
守
を
使
う
が
、
裏
日
か
ら
抜
け
出
る
と
こ
ろ
を
見
付
け
ら
れ
、
亭
主
の
家

に
同
道
さ
れ
て
、
返
済
を
迫
ら
れ
、
懐
紙
に
目
を
留
め
て
連
歌
に
な
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
鷺
流
で
は
、
何
某
が
延
引
の
挨
拶
に
亭
主
の
家
に
出
向
き
、
懐
紙

に
目
を
留
め
て
連
歌
に
な
る
。
ま
た
、
和
泉
流
も
、
鷺
流
と
同
じ
く
何
某
が
亭

主
の
家
に
出
向
く
の
で
あ
る
が
、
亭
主
の
方
は
、
ま
た
借
金
を
借
り
に
来
た
の

か
と
居
留
守
を
使
う
。
何
某
は
仕
方
な
く
発
句
を
よ
ん
で
留
守
居
の
も
の
に
こ

と
づ
け
て
帰
る
と
、
亭
主
が
呼
び
戻
し
て
連
歌
に
な
る
と
い
う
点
が
異
な
っ
て

い
る
。
こ
の
三
様
の
違
い
に
よ
っ
て
、
何
某
の
性
格
、
何
某
と
亭
主
と
の
関
係

に
違
い
が
あ
り
、
大
蔵
流
で
は
、　
同
道
し
て
来
て
何
某
を
家
に
入
れ
る
と
、

「
や
い
／
ヽ
そ
ん
じ
や
う
そ
れ
が
わ
せ
た
。
か
ど
へ
も
う
ら
へ
も
だ
す
な
」
「
是



は
め
い
わ
く
で
御
ざ
る
。
是
へ
ま
い
る
か
ら
は
、
い
づ
か
た
へ
参
う
ぞ
。
な
さ

け
な
ひ
事
を
仰
ら
る
る
」
（虎
明
本
）
と
い
っ
た
や
り
と
り
も
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
大
蔵
流
は
、
虎
明
本

・
虎
寛
本

・
山
本
東
本
、
和
泉
流
は
、
天
理
本
、

和
泉
流
古
本
、
小
早
川
本
、
鷺
流
は
保
教
本
、
含
翠
堂
文
庫
本
、
賢
通
本
を
比

較
し
て
み
た
が
、
以
上
の
大
筋
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
三
流
の
特
色
が
江
戸
初
期
に
お
い
て
固
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

田
口
和
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
八
句
連
歌
」
の
諸
本
は
、
大
蔵
流

。

和
泉
流
は
各
時
代
の
台
本
が
あ
る
の
に
対
し
て
鷺
流
は
極
め
て
少
な
い
よ
う
で

あ
る
。
寛
政
有
江
本

（現
蔵
観
世
宗
家
、
米
沢
藩
芸
者
組
有
江
家
の
台
本

。
天

明
八

〈
一
七
八
八
〉
２
寛
政
二

〈
一
七
九

一
〉
書
写
、
有
江
九
十
郎
正
乗
奥
書
、

仁
右
衛
門
系
）、
文
化
小
杉
本

（中
村
保
雄
氏
現
蔵
、　
佐
渡
の
狂
言
師
小
杉
氏

所
持
本
、
文
化
元

〈
一
八
〇
四
〉
の
年
紀
の
あ
る

一
書
あ
り
、
賢
通
本
と
兄
弟

本
と
見
え
、
ほ
と
ん
ど
同
文
）
の
み
で
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
送

っ
て
も
ら
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
も
と
よ
り
上
記
の
点
に
関
し
て
は
鷺
流
の
型
で
あ
る
。
田
口
氏
は
、

保
教
本
に
お
け
る
演
出
の
ゆ
れ
具
合
か
ら
見
る
と
、
鷺
流
で
は
あ
ま
り
上
演
さ

れ
な
か
っ
た
曲
か
と
も
言
わ
れ
る
が
、
鷺
流
の
型
が
三
流
の
う
ち
で
、
も

っ
と

も
素
朴
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
案
外
に
古
い
型
を
留
め
て
い
る
と
見
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

―
―
大
阪
大
学
教
授
―
―



翻

　

　

刻

（凡
例
）

翻
刻
に
当

っ
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
底
本
に
忠
実
に
と
心
掛
け
、
以
下
の
各

項
の
よ
う
な
方
針
に
従

っ
た
。

一
、
漢
字
仮
名
の
別
、
仮
名
づ
か
い
、
送
り
が
な
、
正
濁
は
底
本
の
ま
ま
と
し

た
が
、
異
体
字
は
、
漢
字
、
仮
名
と
も
に
通
行
の
そ
れ
に
改
め
た
。

二
、
底
本
の
朱
書
き
は

〈　
〉
で
囲
ん
で
区
別
し
た
。
た
だ
し
、
詞
章
の
出
だ

し
の
「
は
す
べ
て
朱
書
き
な
の
で
、

〈　
〉
で
囲
む
こ
と
を
省
略
し
た
。
底

本
に
「
が
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
は

〔
「
〕
と
し
て
示
し
た
。

三
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
読
点
を
付
し
、
詞
章
の
話
し
手
を

〔何
某
〕

〔亭
主
〕
と
し
て
示
し
た
。
底
本
に
あ
る
濁
点

・
句
点
は
朱
墨
の
区
別
は
し

な
か
っ
た
。

四
、
謡
の
部
分
に
、
朱
で
ゴ
マ
点
で
付
さ
れ
て
い
る
が
、
印
刷
の
都
合
上
、
省

略
し
た
。

五
、
底
本
の
誤
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
右
に

（
マ
ゝ
）
と
記
し
た
。
濁
音

で
読
む
と
こ
ろ
に
、
濁
点
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
丁
移
り
に
は
」
で
示
し
た
。

八
句
連
歌
“
け
整
確ｙ
署
∨

〔何
某
〕
〔「
〕
是
は
此
当
り
の
者
で
ご
ざ
る
、
麦
に
た
れ
殿
と
申
て
大
有
徳
人

が
御
座
る
、
某
内
証
不
手
廻
り
時
分
、
金
子
を
御
無
心
申
て
御
座
る
、
未
何
角

】靱】薇縛「織「計“詢囃わ】壕鰺［釘鏡け［黛申（な］せ）と』Ⅷ動経，こ申

敷
居
の
高
い
事
も
御
座
ら
ぬ
に
、
ィ
ャ
何
角
と
云
内
、
早
」
是
じ
や
、　
扱
／
ヽ

久
し
う
参
ら
ぬ
内
に
、
能
普
請
を
召
た
、
又
有
徳
人
は
格
別
じ
や
、
し
ら
ぬ
顔

で
案
内
を
こ
ふ

ｏ
如
常

〔亭
主
〕
「
ゑ
い
た
れ

〔何
某
〕
「
ハ
ァ
こ
の
あ
い
た

蜘ほれ↓』つヽ
（ゃれ面はＦ薇議一「疇議由は臓勲ｒ鋤はＭい「脚恥閻

御
普
請
が
出
来
ま
し
た

〔亭
主
〕
「
そ
な
た
は
し
ら
ぬ
か

〔何
某
〕

〔「
〕
ィ

ャ
今
日
が
見
始
て
ご
ざ
る

〔亭
主
〕
「
そ
れ
な
ら
ば
、
と
て
も
の
事
に
ふ
し
ん

を
見
て
お
く
り
や
れ

〔何
某
〕
「
ハ
ァ
〔亭
主
〕
「
，
７
、
こ
ふ
お
り
や
れ

〔何

某
〕
「
是
は
／
ヽ
、
扱
々
け
つ
か
う
な
御
ふ
し
ん
で
、
中
庭
の
取
よ
ム
、
通
り

棚
の
被
成
よ
ふ
、
違
相
の
お
物
好
、
中
々
面
白
ひ
お
事
で
こ
さ
る

〔亭
主
〕

い
肝

再

爵

鮮

理

渕

葛

』

祖
訳

亭
型

経

錫

鰤
罐
鮮

）

ろ

〔何
某
〕
「
何
で
ご
ざ
る

〔亭
主
〕
「
連
歌
か
あ
が
つ
た
か
と
云
事
し
や
」

〔何
某
〕

〔「
〕
ィ
ャ
あ
な
た
へ
参
り
ま
せ
ね
は
、　
中
々
思
ひ
出
し
も
致
ま
せ

ぬ

〔亭
主
〕
「
ィ
ャ
の
ふ
、　
今
日
は
某
も
隙
で
い
る
、
連
歌
を
せ
ふ
で
は
有
ま

ひ
か

〔何
某
〕
「
ィ
ャ
あ
な
た
の
お
相
手
に
は
憚

に
ご
ざ
り
ま
す

〔亭
主
〕

「
い
や
／
ヽ
慰
の
事
し
や
、　
先
下
に
お
居
や
れ

〔何
某
〕

〔「
〕
ィ
ヵ
様
お
な

ぐ
さ
み
と
有
お
事
な
れ
は
、
お
相
手
に
成
ま
せ
ふ

〔亭
主
〕
「
扱
き
や
く
発
句

¨
』
げ
報
一
い
漱

〔 そ韓
主
〔『
噂
】
〔
‐こし、
い
森
独
継
球
腋
郷
四
ｒ
酬
〔
“
〔

〔 ょい

某
〕
「
∧
卒
”
一″Ｖ

〔亭
主
〕
「
何
と
は
や
う
か
ん
だ
か

〔何
某
〕
「
こ
ふ
も
こ

さ
，
ま
せ
ふ
か

〔亭
主
〕
〔「
〕
何
と

〔何
某
〕
∧
歌
∨
「
花
盛
り
御
免
な
れ
か

し
松
の
風

〔亭
主
〕
「
シ
タ
リ
中
々
お
も
し
ろ
ゐ

〔何
某
〕
「
ィ
ャ
悪
ひ
所
を
な
を

し
て
間
て
お
く
れ
な
さ
れ
ま
せ

〔亭
主
〕
「
中
々
よ
ふ
お
り
や
る
が
、
そ
ム
お

し
や
る
程
に
直
し
て
も
み
よ
ふ
か
、
必
気
に
お
懸
き
や
ん
な

〔何
某
〕
「
何
し

に
心
に
か
け
ま
せ
ふ
、
御
直
し
被
成
下
さ
れ

〔亭
主
〕
「
御
免
な
れ
か
し
が
何



と
や
ら

〔何
某
〕
「
ィ
ャ
私
は
御
免
な
れ
か
し
で
」
持
た
性
か
ざ
存
ま
す

〔亭

主
〕
「
夫
な
ら
ば
夫
に
し
て
お
か
し
ま
せ
、
ワ
キ
ヲ
し
や
ふ

〔何
某
〕
「
何
と

で
御
座
る

〔亭
主
〕
∧
歌
∨
「
桜
に
な
せ
や
雨
の
浮
雲

〔何
某
〕
ヘ
シ
タ
リ
天
神

も
及
せ
ら
れ
ぬ
御
句
で
御
座
る

〔亭
主
〕
「
そ
の
よ
ふ
に
ほ
め
ず
と
も
、
悪
ひ

所
を
直
し
て
間
て
お
く
り
や
れ

〔何
某
〕
「
左
様
な
ら
ば
、
御
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

〔亭
主
〕
「
急
で
云
て
お
み
し
や
れ

〔何
某
〕
「
私
の
存
る
は
、
桜
に
な
せ
や

が
何
と
や
ら
気
に
か
ゝ
り
ま
す
、
と
て
も
の
事
に
な
さ
じ
と
被
成
な
ら
ば
、　
一

人
よ
か
ろ
ふ
存
ま
す

〔亭
主
〕
「
身
共
は
、
な
せ
や
／
ヽ
／
ヽ
と
云
と
ふ
お
し

や
る

〔何
某
〕
「
そ
れ
な
ら
ば
第
二
を
い
た
し
ま
せ
ふ
∧
歌
∨
「
幾
度
も
霞
に
詫

ん
月
の
暮

〔亭
主
〕
「
又
わ
る
ひ
、
詫
ぬ
と
云
事
が
有
物
か

〔何
某
〕
〔
「
〕
い

や
詫
ん
で
御
座
り
ま
す

〔亭
主
〕
「

ム
，
そ
な
た
は
連
歌
召
れ
は
、
か
な
遣
ひ

迄
が
よ
ふ
な
つ
た

∧
歌
Ｖ

こ
ひ
せ
め
貯
´
入
相
の
鐘

〔何
某
〕
「
あ
ま
り
御
句

が
せ
わ
し
ふ
御
座
る

〔亭
主
〕
「
ち
と
せ
わ
し
い
も
、　
よ

ふ
お
り
や
る

〔何

某
〕

∧
歌
∨

「
庭
」
鳥
も
せ
め
て
別
れ
は
延
て
泣
ケ

【亭
主
〕
「
そ
ふ
／
ヽ

は
の
ば
さ
れ
ま
ひ

〔何
某
〕
「
ち
と
の
ひ
た
も
、　
よ

ふ

ご
さ
り
ま
せ
ふ

〔亭

主
〕

∧
歌
∨
「
人
目
免
さ
ぬ
恋
の
関
守

〔何
某
〕
∧
歌
ｖ
「
名
の
立
に
使
は
告
そ

忍
ひ
妻

〔亭
主
〕
〔「
〕
お
立
ち
や
れ

〔何
某
〕
「
ハ
ァ

〔亭
主
〕
「
そ
な
た
の

方
へ
、
い
つ
名
の
立
程
使
を
や
つ
た
事
が
有

〔何
某
〕
「
是
は
き
の
と
く
で
こ

継
』
ｒ
】
ぽ
Ｆ
）
一
膨
酔
版
ｎ
疑
」
鮮
辱
ゝヽ
観
詢
［
「
い
漱
庫
Ⅷ
雌
商
「
げ
“
獅

致
て
こ
さ
る

〔亭
主
〕
「
ム
ウ
ち
と
そ
れ
に
お
待
ち
や
れ
、　
是
は
い
か
な
事
、

彼
者
の
方
へ
金
子
を
か
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
最
前
か
ら
何
と
や
ら
詫
句
計
を
致

ス
、
少
々
の
事
て
こ
さ
れ
は
、
借
状
を
戻
し
、
済
せ
て
や
ろ
ふ
と
存
る
、
ィ
ャ

の
ふ
／
ヽ
、
最
前
か
ら
七
句
て
、
殊
之
外
気
懸
り
な
、
と
て
も
の
事
に
八
旬
に

い
た
そ
ふ

∧
歌
∨
あ
ま
り
し
た
へ
ば
文
を
こ
そ
や
れ

〔何
某
〕
「
是
を
と
こ
ぞ

へ
」
持
て
ま
い
り
ま
せ
ふ
か

〔亭
主
〕
「
い
や
／
ヽ
、
そ
な
た
の
最
前
か
ら
詫

句
を
召
る
に
働
て
、
少
々
の
事
な
れ
ば
苦
う
な
ひ
に
働
て
、
借
伏
を
戻
し
、
金

子
を
済
て
や
ろ
ふ
と
云
事
じ
や
〔何
某
〕
「
是
を
私
に
下
さ
れ
ま
す
か

畳
テ
主
〕

爆紳は金〔『媒はぃけ颯資赫導『［』投〔一圃昭“嘱鰤膨凛卿燎靡げ

‐ま（れ織いヽ
お耀融蜘『鼈いいれ【【ｒ麒
〔内同馨『蝉障ヽせ継」蒔ｎげは

無
用
に
被
成
ま
せ

〔亭
主
〕
「
す
れ
ば
い
や
か

〔何
某
〕
「
ハ
‐
な
ん
の
い
や

て
ご
ざ
り
ま
せ
ふ

〔亭
主
〕
「
ィ
ャ
の
ふ
、　
又
せ
つ
／
ヽ
お
り
や
れ
、
ど
せ
ん

の
お
り
ふ
し
に
は
互
に
句
を
致
そ
ふ
〔何
某
〕
「
私
が
お
伽
に
参
つ
て
お
な
ぐ
」

さ
み
に
な
り
ま
す
な
ら
ば
、
何
時
で
も
な
り
ま
せ
ふ

〔亭
主
〕
「
い
か
に
も
お

り
や
れ
〔何
某
〕
「
も
こ
ふ
ま
い
り
ま
す
〔亭
主
〕
〔「
〕
お
り
や
る（が
、一何
某
〕

〔
「
〕
ハ
ァ
黍
ふ
こ
ざ
る

〔亭
主
〕
〔
「
〕
よ
ふ
お
り
や
つ
た

【何
某
〕
〔
「
〕

バ
‐
、　
匁
々
世
に
は
あ
の
や
う
な
け
つ
か
う
な
お
方
は
な
ひ
、　
か
様
な
時
に
は

和
歌
を
あ
け
て
帰
ふ

∧
謡
∨

「
や
さ
し
の
人
の
心
や
、
い
つ
な
れ
ぬ
花
の
主
の
。

色
顕
て
此
殿
の
、
か
り
も
の
を
ゆ
る
き
る
ゝ
、

類
な
の
人
の
心
や

ス
詞
∨
借
金

は
さ
ら
り
／
ヽ


